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深
沢
ひ
ろ
ふ
み
（
保
守
の
会
）

　
問
　
市
民
が
住
所
変
更
を
行
っ

た
場
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
市
民
の
住
民

票
を
市
役
所
に
請
求
で
き
る
か
。

　
市
民
部
長
　
日
本
放
送
協
会
放

送
受
信
規
約
第
８
条
第
２
項
に
基

づ
き
、
住
民
票
の
交
付
請
求
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
請
求
の
根
拠
と

な
る
資
料
を
確
認
し
た
上
で
、
交

付
す
る
か
否
か
の
判
断
を
し
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

免
除
事
由
継
続
調
査
に
協
力
す
る

の
は
ど
こ
の
要
請
に
よ
る
も
の
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
障
が
い
者
は

総
務
省
、
厚
労
省
、
都
道
府
県
を

通
じ
協
力
依
頼
で
通
知
さ
れ
、
生

活
保
護
対
象
は
厚
労
省
が
定
め
る

生
活
保
護
制
度
を
運
用
す
る
た
め

に
定
め
ら
れ
た
基
準
と
な
り
ま
す
。

　
問
　
固
定
資
産
税
の
特
例
に
お

い
て
、
電
気
・
ガ
ス
・
鉄
道
の
特

例
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
ど
う
か
。

　
税
務
担
当
部
長
　
現
在
定
め
ら

れ
て
い
る
地
方
税
法
で
は
、
設
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
住
民
票 

第
三
者
請
求
ほ
か

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
児
童
虐
待
の
発
生
予
防
・

早
期
発
見
の
体
制
強
化
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
町
田
市
医

師
会
が
年
３
回
開
催
す
る
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
の
町
田
市
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｓ
合
同
会
議
に
参
加
し
、
気
に
な

る
児
童
の
情
報
を
共
有
し
、
児
童

虐
待
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
構
想
と
フ
レ
イ
ル
予
防
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
連
関
し
、
医
介
学
官

一
体
化
し
た
取
り
組
み
で
、
全
市

民
参
加
を
目
指
さ
れ
た
い
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
今
ま
で

の
施
策
を
充
実
し
、
国
の
制
度
改

正
を
み
な
が
ら
、
体
制
を
整
え
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
山
田
桜
台
団
地
は
地
域

医
療
福
祉
拠
点
化
を
図
り
、
地
域

包
括
シ
ス
テ
ム
構
築
型
再
生
を
。

　
木
島
副
市
長
　
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
交
流
で
き
る
拠
点
や
地

域
包
括
ケ
ア
に
必
要
な
高
齢
者
サ

ー
ビ
ス
の
拠
点
な
ど
、
関
係
団
体

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

虐
待
か
ら
子
ど
も 

の
命
を
守
る
！

　
大
西
宣
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
市
の
施
設
内
に
お
い
て
、

共
産
党
議
員
が
赤
旗
を
職
員
に
配

布
し
て
い
る
実
態
は
あ
る
か
。
ま

た
、
市
で
購
入
し
て
い
る
か
。

　
財
務
部
長
　
赤
旗
の
配
布
の
実

態
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
総
務
部
長
　
中
央
図
書
館
で
は

閲
覧
用
と
し
て
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
、

公
明
新
聞
、
自
由
民
主
の
３
種
を

購
入
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
庁
舎
管
理
規
則
に
違
反
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
議
員
の

優
位
性
を
利
用
し
職
員
に
赤
旗
の

購
入
を
進
め
る
こ
と
は
、
市
長
は

パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
す
る
と
認
め
て

い
る
が
中
止
さ
せ
ら
れ
な
い
の
か
。

　
財
務
部
長
　
今
回
改
め
て
と
い

い
ま
す
か
、
実
態
調
査
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
過
去
３
回
の
通
知
が

守
ら
れ
て
い
な
い
実
態
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果

を
重
く
受
け
と
め
て
、
改
め
て
通

達
を
行
い
、
庁
舎
管
理
規
則
の
徹

底
を
さ
ら
に
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
松
岡
み
ゆ
き
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
多
胎
児
の
子
育
て
の
個
別

支
援
と
し
て
保
健
師
は
、
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
の
か
。

　
保
健
所
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
子
育

て
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、
支
援
が

さ
ら
に
必
要
な
方
に
は
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
げ
、
そ
の
後
も

利
用
状
況
や
育
児
の
状
況
を
確
認

し
、
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
外
国
人
が
、
ご
み
を
出
す

と
き
、
わ
か
り
や
す
く
、
多
言
語

対
応
し
た
「
資
源
と
ご
み
の
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
て
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
を
使
い
、
日
本
語
が
わ
か
ら

な
い
方
で
も
視
覚
的
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
若
者
の
投
票
率
を
上
げ
る

た
め
、
出
前
講
座
や
、
18
歳
を
対

象
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
は
何
か
。

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
18
歳
の
方

に
、
選
挙
権
行
使
の
呼
び
か
け
や

立
会
人
募
集
を
兼
ね
た
バ
ー
ス
デ

ー
カ
ー
ド
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

多
胎
児
の
子
育
て 

／
ご
み
の
出
し
方

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問
　
脳
疾
患
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
る
脳
ド
ッ
ク
助
成
制
度
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
財
政
面

は
も
と
よ
り
、
有
効
性
や
他
自
治

体
の
事
業
内
容
、
利
用
状
況
な
ど

も
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
南
町
田
の
公
共
交
通
充
実

の
一
環
と
し
て
、
市
内
公
園
間
の

周
遊
バ
ス
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
公
園
同
士

の
周
遊
ア
ク
セ
ス
や
利
用
者
が
周

遊
し
て
み
た
い
と
思
え
る
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者

と
の
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
南
町
田
駅
地
下
道
の
北
側

に
駐
輪
場
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

　
道
路
部
長
　
公
営
の
ほ
か
、
民

営
に
よ
る
駐
輪
場
の
確
保
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
等
を
使
用
し
て
、

民
間
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
で

き
る
駐
輪
場
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
助
成
／ 

南
町
田
の
利
便
性

　
戸
塚
正
人（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
特
に
南
町
田
駅
や
町
田
駅

に
つ
い
て
駐
輪
場
が
足
り
な
い
と

の
意
見
が
あ
る
が
、
対
策
は
。

　
道
路
部
長
　
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト

を
南
町
田
と
町
田
の
各
駅
に
増
設

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
駐
輪
場

の
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
わ
ず
か
な

空
き
ス
ペ
ー
ス
で
も
駐
輪
場
と
し

て
シ
ェ
ア
で
き
る
利
点
を
生
か
し

ま
し
て
、
小
規
模
な
駐
輪
場
を
多

数
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
駐
輪
場

不
足
を
解
消
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
特
に
物
品
な
ど
市
内
事
業

者
の
受
注
率
向
上
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。
ま
た
、
現
状

の
入
札
環
境
に
つ
い
て
、
市
内
事

業
者
と
の
意
見
交
換
を
す
る
機
会

は
あ
る
か
。

　
財
務
部
長
　
市
内
の
事
業
者
の

登
録
を
ふ
や
す
取
り
組
み
や
、
各

事
業
者
団
体
と
の
意
見
交
換
な
ど
、

経
営
努
力
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、

サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、

地
域
産
業
の
発
展
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南
町
田
・
町
田
に 

駐
輪
場
整
備
を
！

　
白
川
哲
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
契
約
候
補
者
の
選
定
に
際
し
て
、

基
準
の
曖
昧
さ
解
消
、
客
観
的
な

視
点
確
立
の
た
め
、
共
通
評
価
項

目
の
設
定
、
外
部
専
門
家
の
活
用

等
２
０
１
８
年
第
４
回
定
例
会
で

提
案
し
た
が
、
当
時
の
議
論
か
ら

ど
の
よ
う
な
進
捗
が
あ
っ
た
か
。

　
財
務
部
長
　
実
績
、
企
画
力
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
業
務
実

施
体
制
、
情
報
管
理
の
５
つ
を
共

通
評
価
項
目
と
し
て
設
定
す
る
こ

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
芹
ヶ
谷
公
園
芸
術
の
杜
の

整
備
計
画
は
非
常
に
楽
し
み
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
計
画
を
進
め

る
の
か
。

　
市
長
　
８
月
24
日
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
い
た
だ

い
た
ご
意
見
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、

全
体
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
12
月
を
め
ど
に
取
り

ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
問
　
町
田
市
下
水
道
ア
ク
シ
ョ

と
と
し
、
1９
年
４
月
に
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
実
施
手
順
を
改
正
し
ま
し

た
。
ま
た
、
評
価
委
員
に
外
部
有

識
者
を
含
め
る
必
要
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
項
目
を
追
加
し
、

よ
り
客
観
的
で
透
明
性
の
高
い
評

価
が
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
問
　
採
点
結
果
開
示
を
よ
り
わ

か
り
や
す
く
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
財
務
部
長
　
採
点
結
果
調
書
と

し
て
公
表
は
し
て
い
ま
す
が
、
わ

か
り
に
く
い
と
い
う
ご
指
摘
に
つ

い
て
は
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
に
つ
い
て
地
方

公
営
企
業
法
一
部
適
用
の
準
備
は
。

　
木
島
副
市
長
　
固
定
資
産
調
査
、

評
価
、
移
行
事
務
、
公
営
企
業
会

計
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
の
準
備

は
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
ま
す
。

　
問
　
河
川
の
水
質
向
上
の
た
め

下
水
処
理
場
の
高
度
処
理
化
を
さ

ら
に
求
め
た
い
が
ど
う
か
。

　
下
水
道
部
長
　
人
工
知
能
を
活

用
し
高
度
処
理
化
を
図
る
実
証
研

究
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
1９
年
と
20
年
で
行
い
ま
す
。

契
約
候
補
者
の

選
定
に
つ
い
て

芹
ヶ
谷
公
園
芸
術 

の
杜
・
下
水
道

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
鶴
川
図
書
館
、
さ
る
び
あ

図
書
館
存
続
な
ど
採
択
さ
れ
た
請

願
趣
旨
を
「
（
仮
称
）
ま
ち
だ
未

来
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
反
映
さ

せ
る
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
個
々
の
政
策

に
つ
い
て
は
反
対
の
ご
意
見
も
あ

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
未
来
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
長
期
的
な
大
き
な
取
り
組
み
な

の
で
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
と

対
話
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
、
策

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
田
急
町
田
駅
に
お
け
る

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
ホ
ー
ム
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
事
業
者
へ
働
き

か
け
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
計
画
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
ホ
ー
ム
ド

ア
整
備
は
、
22
年
度
ま
で
に
供
用

開
始
の
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

小
田
急
電
鉄
と
は
駅
ホ
ー
ム
に
お

け
る
乗
客
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、

引
き
続
き
協
力
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

小
田
急
町
田
駅
の 

ホ
ー
ム
の
安
全
を

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
滞
納
相
談
は
、
所
管
課
で

丁
寧
に
対
応
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
税
務
担
当
部
長
　
１
人
１
人
資

力
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
納
税
相

談
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
丁
寧

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
問
　
木
曽
山
崎
団
地
地
区
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
健
康
増
進
関
連

拠
点
と
し
て
の
旧
忠
生
６
小
跡
地

活
用
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
よ
り
多
く
の

市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
1９
―
28
に
基
づ
き
、
活
用
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
補
聴
器
購
入
の
医
療
費
控

除
に
つ
い
て
、
市
民
等
に
周
知
す

る
方
法
を
問
う
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
医
師
の

証
明
が
必
要
で
、
対
象
者
が
限
ら

れ
ま
す
が
、
補
聴
器
の
専
門
店
な

ど
で
案
内
で
き
る
よ
う
に
働
き
か

け
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

国
保
税
滞
納
へ
の 

早
め
の
対
応
を

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎介在山林� 【２面】
　宅地等に介在する山林及び市街地近郊の山林の
こと。
◎純山林� 【２面】
　市街地から遠く離れた場所にあり、宅地の影響
をほとんど受けない山林のこと。
◎スマートウェルネスシティ� 【４面】
　「ウェルネス（健幸＝身体面の健康だけでなく、
人々が生きがいを感じ、安心安全で豊かな生活を
送れること）」をまちづくりの中核に位置づけ、
市民が元気に健康で幸せに暮らせることを目指す
まちづくりの形。
◎実証研究 B-DASHプロジェクト�【４面】
　Breakthrough by Dynamic Approach in 
Sewage High Technology Project の略。国土
交通省が主体となった実証研究で、新技術の研究
開発及び実用化を加速することにより、下水道事
業における低炭素・循環型社会の構築や浸水・老
朽化対策等を実現し、新技術を広く普及させるこ
とを目的としたもの。

共
産
党
議
員
に

よ
る
赤
旗
配
布
は

（右）資源とごみの収集カレンダー
（左）�資源とごみの出し方ガイド（外国人居住者向け）


